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	応用
	抗原情報
	背景
	TRAF（TNF受容体関連因子）は、表面受容体に結合し、追加のタンパク質をリクルートして、細胞応答を促進できる多タンパク質シグナル伝達複合体を形成する多機能アダプタータンパク質ファミリーです。EIF2AK2/PKRによるNF-κBの活性化を媒介する役割を果たします。BIRC2またはBIRC3と複合体を形成し、IKBKEのユビキチン化を促進します。NF-κBおよびJNKの活性化を制御し、細胞生存およびアポトーシスの制御において中心的な役割を果たします。IgMからIgGへの正常な抗体アイソタイプスイッチに必要です。E3ユビキチンタンパク質リガーゼ活性を持ち、BIRC3、RIPK1、TICAM1などの標的タンパク質の「Lys-63」結合ユビキチン化を促進します。複数のE3ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の必須構成要素であり、標的タンパク質を他のE3ユビキチンリガーゼと接触させることでユビキチン化を促進する。BIRC2およびBIRC3タンパク質の自己ユビキチン化とそれに続く分解を阻害することで、それらのタンパク質レベルを調節する。これはTRAF2のRING型ジンクフィンガードメインに依存しない。EIF2AK2/PKRによるNF-κBの活性化を媒介する役割を果たす。BIRC2またはBIRC3と複合体を形成することで、IKBKEのユビキチン化を促進する。
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	HeLa 細胞溶解物中の TRAF2 発現のウェスタン ブロット分析。

